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 事業概要 

超高バイパス比航空用ジェットエンジンでは, 吸音ライナの面積は従来のエンジンに比べて小さい. 

本事業では, 面積が狭い吸音ライナでも高い騒音低減性能をもたらす吸音デバイス技術を開発する. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

吸音ライナ形状を変化させて多数の LES 計算を行うため, JAXA スパコンの計算性能とストレージ容

量が必要だった. 

 

 今年度の成果 

本研究では航空用ジェットエンジンの騒音を低減するために用いられる吸音ライナに音を入射させ

たときに起きる現象の数値シミュレーションに, インパルス応答法を用いている. 今年度はインパル

ス応答を二つに分割することにより, 実際に起きている現象を二つの現象の和として考えることが可

能であることを示した. 図 1 は, インパルス応答法を用いた数値計算でインパルス応答の分割を行っ

た例. 上段は音響ライナが有るフローダクトにインパルスを進行させた場合の音圧. 中段は音響ライ

ナが無いフローダクトにインパルスを進行させた場合の音圧. 下段は上段から中段を引いたもので, 

音響ライナ内の振動から放射される音圧である. これらのインパルス応答をそれぞれ音響ライナの共

鳴周波数で畳込み積分した結果を図 2 に示す. 上段は音響ライナが有るフローダクトを音波が通過し

て音が小さくなる現象を表している. 中段は入射した音波, 下段は音響ライナから放射される音波を

示している. 上段は, 中段と下段を足したものになっていることが確認できる. これより, 共鳴型の音

響ライナは入射音と逆位相の音を発して消音していることを確認した. 

 

次世代吸音ライナ技術の研究開発(音響性能向上) 
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図 1: インパルス応答(音圧)と, その分割. [上段] 音響ライナが有るフロー

ダクトのインパルス応答. [中段]音響ライナが無いフローダクトのインパル

ス応答. [下段]音響ライナから放射されたインパルス応答.  (ビデオ。ビデ

オは Web でご覧頂けます。) 

 

 
図 2: インパルス応答をそれぞれ畳込み積分した結果(音圧). [上段] 音響ライナの効果を示して

いる. [中段]入射した音波. [下段]音響ライナから放射される音波. 音響ライナが放射する音が入射

音を打ち消していることが確認できる.  (ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けます。) 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 OpenMP 

プロセス並列数 2 - 400 

１ケースあたりの経過時間 100 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.68 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 17,756,094.67 0.77 

TOKI-ST 111,388.33 0.11 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 78,494.20 2.07 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 7.69 0.01 

/data 及び/data2 7,483.08 0.06 

/ssd 393.85 0.05 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 20.86 0.09 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 414.19 0.29 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


